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・やくそくをまもったところがよかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よみきかせ会 

を聞いて 

こんなにすてきな感想をいただきました 

・銀
ぎん

ぎつねがかわいそうだった。 

・大男
おおおとこ

が星
ほし

をかぞえるところが、おもしろかった。 

・きつねが大男
おおおとこ

にばけているところが、ふしぎ。 

・水橋
みずはし

の田
た

んぼでお米
こめ

ができて、すごいと思
おも

った。 

            ・きつねが目
め

をあけたまましぬところが、心
こころ

に残
のこ

った。 

          ・きつねが星
ほし

の数
かず

をかぞえながらしんでいたのが、かわいそうだった。 

          ・きつねの家
いえ

をまもるために、人間
にんげん

にへんしんして、おもしろかった。                        

・水橋
みずはし

のことをもっと知
し

りたいと思
おも

った。 

・むかしの人は電車
でんしゃ

や車
くるま

がないから、歩
ある

いてどこかにいくんだなと思
おも

った。 

・水橋
みずはし

の田んぼは、このお話
はなし

のようにできたんだなと思
おも

った。 

・どうして、そこまで星
ほし

の数をかぞえるのか、分
わ

からなかった。 

・水橋
みずはし

の民話
み ん わ

が聞
き

けてよかった。地域
ち い き

ごとにいろいろな民話
み ん わ

があるのだなと思
おも

った。 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊たくさんの感想
かんそう

文
ぶん

をお寄
よ

せいただきまして、 

ありがとうございました。 

        ・きつねが大男
おおおとこ

になって、自分
じ ぶ ん

たちのいる場所
ば し ょ

をなくさないでとうったえ

ているところに感動
かんどう

した。 

       ・主人公
しゅじんこう

（正満
しょうまん

又
また

右
う

衛門
え も ん

 ）は、やさしいと思
おも

った。 

       ・銀
ぎん

ぎつねのおかげで田
た

んぼがよくできた。  

・大男
おおおとこ

が「砂
すな

の数を知
し

っているのか？」と言
い

って、次
つぎ

に又
また

右
う

衛門
え も ん

が「星
ほし

の数
かず

を 

知
し

っているのか？」と言
い

ったところが、そう返
かえ

すとは思
おも

わなかったし、おもしろかった。 

・きつねのために塚
つか

をつくるなんて、やさしいと思
おも

った。感謝
かんしゃ

もしていたと思
おも

った。 

・亡
な

くなったきつねの目
め

をやさしくとじてあげた又
また

右
う

衛門
え も ん

はやさしいと思
おも

った。 

        ・むかし、あれ地
ち

とは知
し

らなかった。 ・動物
どうぶつ

を大切
たいせつ

にしたいと思
おも

った。 

       ・むかしの水橋
みずはし

が想像
そうぞう

できた。大
おお

きい川
かわ

や広
ひろ

い野原
の は ら

が広
ひろ

がっているところな

ど、イメージができた。これからも、きれいな水橋
みずはし

を守
まも

りたいと思
おも

った。 

       ・田
た

んぼがきれいなのは、むかしから「きつね塚
つか

」を語
かた

りついできたからなの

かと思
おも

った。 

吉谷先生 

水橋の土地については、

歴史の本を読んで少し知

っていましたが、民話と

してきつねが出てきて、

今の水橋の田園風景が広

がっていることが分か

り、とても興味深かった

です。ありがとうござい

ました。 

 

光里先生 

お話の中に出てきた

「きつね塚」が本当に水

橋にあると聞き、このよ

うな民話をきかせること

の素晴らしさを感じまし

た。ありがとうございま

した。 

    田中先生 

水橋の民話ということで、この

地域の自然の豊かさや、米作り

に対する人々の思いが、ずっと

古くから受け継がれてきた場所

なのだなと思いました。人と動

物の共存の在り方など、心が温

まるだけでなく、考えさせられ

るお話でした。 


